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2015－2016年度

例会場　ホテルサンシャイン佐沼　☎22－8180  FAX22－0327
例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
事務所　ホテルサンシャイン佐沼　☎22－8180  FAX22－0327

2015－2016年度 国際ロータリーのテーマ

世界への
プレゼントになろう

あるオオムラサキの舞う里をつくろうと、以前クジャ
クを飼っていた小屋を借りることが出来、そこに佐沼
ロータリークラブにエノキを設置していただきました。
これから迫町に生息するオオムラサキの幼虫を探しな
がらオオムラサキの食性であるエノキの鉢を北方小学
校の方に備え付けました。そこでオオムラサキが繁殖
すればよいのかなと考えております。　
　オオムラサキはとてもきれいな蝶です。大きくて飛
翔力もものすごくあり、ほんとうに見事な蝶ですので
一度飛んでいる姿、木に止まっている姿を見ていただ
くと感動する蝶ですので、是非皆さん地域の中で探し
ていただければと思います。その様な蝶が乱舞する地
域づくりをするには多様な食性が必要です。
　私は退職後㈱ウッドフューチャー宮城を立ち上げま
した。役所勤めをしていた時の仕事の延長戦上で立ち
上げてきました。まだ本格的に営業活動はしていませ
んが、しっかりと準備をして働いていきますので、よ
ろしくお願い致します。
　ＴＥＲＲＡ杉の家は、地震に強く人にやさしい杉の
家で、自然との共生を目指していくということです。
地元の木材を活用する、即ち杉の活用です。杉材を㈱
ウッドフューチャー宮城で杉の家を建築できるように
金具を使って建築出来るような加工をして参ります。
工務店の方に加工した築材を供給するという流れにな
ります。安全・安心については、阪神淡路大震災の 2
倍の激震にも耐えた木の家です。耐震試験の後、解体
して再度建築出来るというものです。又、高強度、高
耐久、火災にも力を発揮します。東日本大震災時の津
波にも耐えました。現場作業の合理化・省力化を推進。
暖かく人にやさしい木肌に包まれる住環境を提供しま
す。　
　木材の地産地消を柱にした持続可能な地域づくりに
向けた連携ということでございます。この住宅の建築
の技術を取り入れることによって地域の方々、連携が
いろんな方面に広げたいところでございます。製材所
や工務店、設備店等、連携する事業所等と安全・安心
「ＴＥＲＲＡ杉の家」に生きものたちの豊かな個性の
つながりや多様な自然を楽しむ暮らしを創造するため、
ビオトープ、バタフライガーデン、バードピアを取り
入れた庭づくりも推進いていきます。

　－以下、紙面の都合上割愛させていただきます。

　参加メンバー 8名の方々には本当にご苦労をおかけ
致しました。心から感謝を申し上げます。日帰りの
方々、特に運転手さんにはお酒も飲めず、心苦しく有
りがたく思っております。
　古い写真が出て来ました。少年野球大会の第 4回だ
と思いますが、うどん作りの風景の写真です。大先輩
の若かりし時の姿が写っております。回覧いたします
のでご覧になって下さい。

・川崎大師ＲＣより
　　会報及び川崎大師平間寺のリーフレットが届く。
・2014－2015年度山口淑子ガバナーより
　　地区大会記録誌が届く
・公益財団法人、地域創造基金さなぶりより
　　「寄付のチカラ」イベントの案内
　　日　時　11月30日㈪　18：30～20：30
　　場　所　仙台市情報・産業プラザ・多目的ホール
・「友」英語版が届く
・余目ＲＣ夜間例会参加会員
岩渕正彦会長　高橋利光幹事　阿部泰彦会員
佐藤敬喜会員　菅原文之会員　遠藤光則会員
猪股育夫会員　冨士原裕子会員　伊藤幸子会員

・国際奉仕委員会（小野寺伸浩委員長）
　2015－2016年度世界大会事前登録の期限が本日です。
今年度はソウルで 5月29日に開催されます。ご希望の
方で未だ登録されていない方はご連絡下さい。

　「木材の地産地消を柱にした
　　　　持続可能な地域づくりの推進」

㈱ウッドフューチャー宮城　　
社長　佐々木修一様　

　 3月まで役所勤めということで、40年程公務員とい
うものをやっておりました。 4月から役場を離れて民
間人となり、いま荒波にさらされているところでござ
います。在職中は大変お世話になりました。
　佐沼ロータリークラブさんで取り組んでまいりまし
た「縄文の里づくり」ですが、在職中いろいろと行政
参加させていただきました。いろいろ勉強もさせてい
ただきました。「縄文の里づくり」の中でエノキを柱
として今まで植樹されてきた訳でございます。長沼の
ほとりに植えられたエノキにつきましてはかなり育ち
が良い感じです。ただ、県の管理の中で草刈りと同時
にだいぶ切られてしまったなぁという感じがあります。
しかしながら順調に育っているようです。
　今年の夏には北方小学校の協力を得て、佐沼ロータ
リークラブ、北方のコミュニティ推進協議会、NＰO
の伊豆沼・長沼環境ネットワーク三者合同で、国蝶で
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・本日の出席率　100％

・岩渕正彦会長　今日は佐藤静市会員のスピーチでし
たが、ゲストスピーチとなりました。期待して拝
聴したいと思います。

・小泉洋会員　先日（13日）は、妻への誕生日のお花
をいただき、有難うございました。

・佐藤靜市会員　 3月予定のスピーチ、日程が変更で
本日となりました。ゲストスピーカーに元登米市
市民生活部環境課課長佐々木修一様にお願いし、
自然環境と森林資源の有効活用について話してい
ただくことになりました。

・佐藤幸一会員　佐々木修一様のスピーチに大いにご
期待致します。

・佐藤早智子会員　11月17日の余目ロータリークラブ
に表敬訪問をしていただいた 9人の方々、どうも
ありがとうございました。

・猪股育夫会員　本日のスピーカー、急な変更に快く
引き受けていただき有難うございました。佐藤靜
市会員に感謝申し上げます。

・鈴木彦太会員　佐藤靜市会員のゲストスピーカー
佐々木修一様のスピーチにご期待を申し上げます。

・布施孝之会員　ゲストスピーチのスピーチを楽しみ
にしています。

・村上武彦会員　佐々木修一ゲストスピーカーのス
ピーチに期待して。

・飯塚仁哉会員　佐藤靜市会員のゲストスピーカーを
歓迎して。

・江川元徳会員　四つのテスト、公平、パリのＩＳテ

ロは悲しい。深層原因の“ひとつ”は公平の社会
ではないと思います。四つのテストの実行は難し
い。

・菅野幸一郎会員　本日は、大先輩の佐藤靜市会員の
スピーチにご期待申し上げます。

・山田直志会員　佐藤靜市会員のゲストスピーカー、
佐々木修一さんを歓迎いたします。

・菅原文之会員　佐藤靜市会員のゲストスピーカー、
佐々木修一様のスピーチを楽しみにして来ました。

・及川富男会員　佐藤靜市会員のゲストスピーチのス
ピーチに期待しています。

・伊藤幸子会員　17日、余目ＲＣの例会に出席して来
ました。有意義な時間を過ごして来ました。

・高橋利光幹事以下、ゲストスピーカーを歓迎して。
佐々木崇会員　佐藤敬喜会員　髙田次雄会員
遠藤光則会員　熊谷敏明会員　菅原慶一会員
小野寺伸浩会員　冨士原裕子会員　武川毅会員
及川昭宏会員　杉田広仁会員　清水健会員
千葉正宏会員

　　　以上、ありがとうございました。

　先週の例会は、私事で休ませてもらい大変失礼をし
ました。又、一昨日は、友好クラブであります余目
ロータリークラブを表敬訪問し、夜間例会に参加して
まいりました。午後 1時にホテルサンシャイン佐沼を
出発し、途中 2回休憩しながら夕方 5時頃余目に着き、
6時半から例会場「和心」にて例会に参加しました。
例会後懇親会に入り和気あいあいのうち親睦を深めて
まいりました。最後にロータリーソング「手に手つな
いで」を歌い、阿部泰彦パスト会長の一本締で幕とな
りました。

本日の出席率

ニコニコボックス

会長要件 岩渕正彦会長

―２―

今週のスピーチ

幹事報告 高橋利光幹事

各委員会報告

スピーチをする佐々木修一社長
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３つの校訓、下部には「2015年４月１日佐沼ロータリー
クラブ（50周年）」と刻まれています

平成27年11月21日開校式に岩渕正彦会長が参列して
感謝状をいただいて来ました

立派に完成したソーラー式ポール電波時計塔
（全高5.38ｍ、時計面は75㎝四方）

　佐沼ロータリークラブ創立５０周年を記念してかねてより計
画していた時計塔が、この程完成しました。登米総合産業高等
学校は、登米市内の上沼高校、米山高校、米谷工業高校、登米
高校商業科４校が統合して開校しました。三つの校訓とその教
育目標のもと、地域産業基盤人材育成の中心となる学校として
大いに期待されています。
　佐沼ロータリークラブはその成長を見守り、時計塔の設置を
契機に同校が益々発展されることを心から祈念するものであり
ます。
　最後にこの事業に多大のご協力をいただいた遠藤光則会員、
千葉吉男会員はじめ会員各位に厚く感謝申し上げます。

　今年で第３９回目となった登米市少年少女野球大会。創始のころ
の写真を掲載いたします。第１回は１９７６（昭５１）年１０月。
会長白石謙造氏・幹事氏家康秀氏・青少年委員長二階堂茂氏です。
優勝は佐沼Ａチームであります。選手にうどんの提供をはじめたの
は第４回大会１９７９（昭５４）年ころと思われます。会員自ら出
汁をとり、ネギをきざみ、しょうゆ・うどんは会員がもちよって、
手づくりのあつあつのうどんは心のこもった味だったことでしょう。

佐沼ロータリークラブ創立50周年記念事業

宮城県登米総合産業高等学校へ
時計塔を建立完成、寄贈なる

佐沼ロータリークラブ
創立50周年記念事業委員会
委員長　佐藤　敬喜

青少年奉仕委員会担当

参加少年チームにふるまううどん作りに一生懸命の会員たち

登米郡少年野球大会思い出の写真

第４回大会１９７９（昭５４）年
左から、白石謙造会員、秀義弥会員、飯塚仁哉会員
大田惠子さん、小林忠秋会員、村上武彦会員

第７回大会１９８２（昭５７）年
左から、阿部泰彦会員、小林忠秋会員
後ろ姿の会員はだれでしょうか？

第１９回大会１９９５（平７）年
左から、氏家良典会員、菅原正一郎会員
伊藤賛会員、髙田次雄会員、八谷郁夫会員

第７回大会１９８２（昭５７）年
なんばんを手にする伊藤賛会員
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